Sclerosing lipogranuloma of the male genitalia: report of 2 cases--review of 72 cases reported in Japan by 児島, 康行 et al.
Title男子外性器硬化性脂肪肉芽腫 : 2症例の報告と本邦報告72症例の統計的検討
Author(s)児島, 康行; 井上, 彦八郎; 足立, 靖; 池原, 進; 大島, 升











児 島 康行,井 上 彦八郎
関西医科大学第I病理学教室(主任 ・池原 進教授)
足立 靖,池 原 進
大島医院(院長:大島 升)
大 島 升
SCLEROSING LIPOGRANULOMA OF THE MALE 
 GENITALIA  : REPORT OF 2 CASES 
   —REVIEW OF 72 CASES REPORTED IN JAPAN—
Yasuyuki Kojima and Hikohachiro Inoue
From the Department of Urology, Komatsu Hospital
Yasushi Adachi and Susumu Ikehara
From the Department of the First Pathology, Kansai Medical University
Minoru Ohshima
From the Ohshima Clinic, Osaka
   Two cases of male patients (49 and  36  y.o.) with sclerosing lipogranuloma of the genitalia are 
reported. They denied having received any injection of exogenous substances or having suffered 
from any trauma. We discuss the clinical features and review previously published papers reporting 
similar cases. We would like to propose that  sclerosing lipogranuloma that is not caused by the 
injection of exogenous substances should be dealt with as a new disease entity. 
                                                     (Acta  Urol. Jpn. 38: 93-97, 1992)


























入 院 時 現 症 ・身長175cm,体 重66.5kg,血圧122
/86mmHg,脈 拍60/min,整.胸 腹 部 異 常 な し・表
在 リンパ節 は 触 知せ ず,精 巣 ・精 巣 上体 ・前 立 腺 は触
診 上異 常 を認 め な か った.腫 瘤 は 陰 嚢 内中 央 部 で 会 陰
部 よ り陰 茎 根 部 に 向 か って 存 在 し,さ らに陰 茎 根 部 で
左右 に 分 か れ て 陰茎 を取 り囲 み,全 体 と してY字 型 を
呈 して いた.腫 瘤 は 圧 痛 な く表 面 不 整,弾 性 硬 で 尿 道
海綿 体 とは 僅 か に可 動 性 を 有 して い た.陰 嚢 皮 膚 に は
異 常 を認 め なか った(Fig.1).




Mon.7%,Lym.31%e。血 液 生 化 学 所 見 で は 尿酸 値 が
8・8mg/dlと高 値 を示 す 以 外異 常 を 認 め な か っ た.
CRP(一).IgEl411UXml.また75gGTTは 境
界型 で,尿 細 菌 培 養,尿 結 核 菌 培 養,糞 便 虫卵 検 査 は
いず れ も陰性 で あ った.
X線 検 査 所 見:胸 部 写 真,腹 部 単 純 写 真,排 泄 性 腎
孟 造 影,尿 道膀 胱 造影 に異 常 は 認 め な か った.
以 上 よ り陰 嚢 内腫 瘍 を疑 い,1989年11月27日,腰麻
下 に 陰 茎 根 部 会 陰部 側 で 弧 状 に切 開 を 加 え,腫 瘤 摘 除
術 を 施 行 した.腫 瘤 は陰 嚢 内中 央 で 尿 道海 綿 体 を覆 う
よ うに 存 在 し,さ らに 陰 茎根 部 で 左 右 に分 かれ 両 鼠 径
部 に 連 続 して存 在 して い た.腫 瘤 は 灰 白色 を呈 して お
り,尿 道 海綿 体 お よび そ の 他 の周 囲 組 織 との 剥離 は 比
較 的 容 易 で あ った.な お精 巣 ・精 巣 上 体 ・精 索 とは離
れ て 存 在 して い た.
病 理 組 織 学 的所 見:脂 肪 組 織 中 に,異 物 型 巨細 胞 を
主 体 と し,リ ンパ球,好 酸球 の 浸潤 を伴 った 肉 芽腫 を
認 め た.チ ール ・ニ ー ルセ ン染 色 では 結 核菌 は認 め ら
れ ず 真 菌 検 出 を 目 的 に,グ ロ コ ノ ト染 色 を 施 行 した
が,陰 性 でsclerosinglipogranulomaと診 断 した
(Fig.2).
術 後9ヵ 月 を経 過 し再 発 を認 め な い.
症 例2
患 者lK.L,36歳,男 性,会 社 員
主 訴:陰 茎 根 部腫 瘤
家 族 歴 ・既 往 歴=特 記 す べ きこ と な し
現 病 歴:1990年7月6日,入 浴 時 に 偶 然,陰 茎根 部
の無 痛 性 腫瘤 に 気付 ぎ,7月10日 当科 を 受 診 した.腫
瘤 は 陰 茎 根 部 の 背側 に 存 在 し無痛 性 であ った,患 者 は
外 傷,異 物 注 入 の既 往 な く,症 例1と 同様 の 疾患 を 疑
い,精 査 目的 に7月26日 入 院 とな った.
入 院 時 現 症1身 長161cm,体 重54kg,血 圧122/



















リンパ節 は触 知 せ ず.精 巣 ・精 巣 上 体 ・前 立 腺 は 触 診
上,異 常 を認 め なか った.腫 瘤 は 陰 茎根 部 の背 側 に 存
在 し圧 痛 な く,表 面 不 整,弾 性硬 で 可 動 性 を有 してい
た.ま た 陰 嚢 皮 膚 に は異 常 を認 め なか った(Fig.3).




Mon.2%,Lym.42%と 末 梢 血 好 酸球 増 多 を 認 め た・
血液 生 化学 所 見 は 異 常 を 認 め ず.CRP(一)・ 尿 細 菌
児島,ほ か:硬 化性脂肪肉芽腫 ・男子外性器
培養,尿結核菌培養,糞 便虫卵検査はいずれも陰性で
あった.
X線検査所見:胸 部写真,腹 部単純写真,排 泄性腎
孟造影,尿 道膀胱造影に異常は認めなかった.









































































































































































年 齢27-79(4L7)歳,30-40代 に ピ ー ク
発生原因












合 併 症 両側下腿皮下 にも硬化性脂肪 肉芽腫が発生











2)西 守 哉:外 陰 部 癌 を うた が わ れ た 非 特 異 性 炎 症
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